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LP 鋼板フランジの座屈，鋼 I 桁の局部座屈と横倒れ座屈の連成および鋼 2 主桁橋梁の架設時における安定問題に関
して研究した成果を纏めている o
第 l 章では，鋼道路橋の合理化という大きな枠組みの中における，本研究の目的と意義を述べている。
第 2 章では， LP 鋼板の材料試験， LP 鋼板をフランジに用いた I 断面桁の初期不整の測定と耐荷力実験について
述べ， LP 鋼板フランジの局部座屈と桁の横倒れ座屈の特徴を明らかにしている。
第 3 章では， LP 鋼板の自由突出板，周辺支持板および‘補剛板について，任意の板厚変化，作用応力状態を再現す
るために開発した弾塑性有限変位プログラムを用いて耐荷力解析を行い，構造要素としての LP 鋼板の耐荷力特性を
明らかにしている。






























(5) 代表的合理化橋梁である 2 主桁橋梁の架設系を対象として，床版コンクリートと主桁との合成効果が発揮され
る前，および主桁の送り出し架設における橋梁全体横ねじれ座屈および横桁聞の主桁の部材としての横ねじれ
座屈を考慮した耐荷力解析により座屈強度特性を明らかにし，設計時において不安定現象の照査が必要となる
構造パラメータの傾向を示すチャー卜を示している o
(6) 試設計により，本研究の合理化項目に関する成果を活用することによる鋼桁橋のコスト縮減効果を評価してい
る。
以上のように，本論文は鋼桁橋の建設コスト縮減を目指した技術開発において発生した，各種の耐荷力問題を力学
的に解明するとともに，実務設計において適用できる強度設計法の提案を行ったもので，鋼構造学，橋梁工学に対し
て寄与するところ大であるo よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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